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　 Macro −anomalies 　preceding 　the　Hanshin 　earthquake （1995，1。17
；M7 ．2）in　Japan 　were 　co 且lected　from 　1519　persona 且accounts 　by

the　 Research　 Group　 on 　 Precursory　 Earthquake　 Phenomena 　in
conjunction 　with 　Osaka　City　University’s　 Hanshin 　 Earthquake
Disaster　 Research　 Committee．　 These　 anomalies 童nclude 　 anoma −

lous　animal 　 behavior，　strange 　detonating 　sounds ，　 micro −

earthquakes ，
　 llnusual 　 clouds 　and 　lighting　in　the　sky ，　change 　in

underground 　 water 　 and 　 hot　 springs ，　 and 　 so 　 on ．　 Such
phenomena 　ca 皿 　be　sensed 　as 　 natural 　 warning 　signs 　 from

citizen
’
s　observations （Wadatsumi ，1995｝．　 Analysis 　of 　these　data

indieate　撫 at 　the 　spatio −tempora 豆　distributions　of 　macro −
anoma 量ies　coincide 　with 　the　epicenter 　of 　the 　 subsequent

earthquake 　 as 　 a　 central 　point　or 　 zone 　of 　distribution　 and 　they
begin　to　be　observed 　about 　30　days　before　the　main 　shock 　The
max 董mum 　 frequency 　 of 　 occurre 皿 ces ，　 however ，　 occurs 　 about 　 l
day　prior　to　the　main 　shock ．　 If　these　macro −anomalies 　are 　able

to　 be　 collected 　 prior 　 to　 an 　 actual 　 earthquake 　 by　 means 　 of 　 a

real −time　internet　database ，　the　precursory 　quake −information
system 　from 　 citizen

’
s　 observation （PISCOI 　 may 　be　 applied 　to

predict　an 　earthquake 　event ．　 The 　possibi且ity　of　this　assessment
technique　is　evaluated 　and 　its　potential 　for　future　earthquake

haZard 　 mitigatiOn 　 iS　 diSCUSSed　 frOm 　 a　 geOinfOrmatiCS

view −point．

κの 　z〃ords 「 Hanshin 　 ea γthqualeθ，窺 αC厂0 −anom αliθS，　 ano 初 agOUS

animal 　 behavior．　 geoinfomaatiCS，　 earthqualee 　hazard　mi 彦igation，
assessmen 彦technique ，α掘 硲 Cσ

は　 じ　 め 　 に

　情報地質 学 は情報 科学 と地質 学 に ま たが る複 合領域 の 学問

で あ る．今 日の 情報化の 波は 高性能な個人 情報処 理 シ ス テ

ム ，超高密 度 で マ ル チ な記 録媒体，イ ン タ
ー

ネ ッ トに 代表 さ

れ る 情報通 信網，多種多様な 応 用 ソ フ ト と共有 デ
ータベ ース

の 整 備 な どを加 速 し，今 日の 情報化社会の 強力な 基盤 を形成

しっ っ あ る，

　 この 急速 な情報化社会の うね りの 中で，情報地質学は こ の

情報 基盤 を 積極 的 に 取 り入 れ な が ら 「明 円 の 地 質学」 を め ざ

して 新たな 道 を開拓 して きた．1979 年 4 月 に 発足 した 「情報

地質研究会」や 1990年 4 月に 新 し く設立 さ れた 「日 本情報地

質学会」もその 流れの ひ とっ で あ る．こ の 10数 年 の 活動 を 通

じて 認識出来た こ と は，情報地 質学 は他の 情報科学 分野 と共

通 す る部分 も多 い が，同時 に 他 の 分 野 に 見 られ な い 特殊 性 も

数 多 く内在 す る （升 本 ほ か，1997）．

　 日本地 質学会 の 専門部会設立 記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「21 世 紀を

担 う地質学 」 の 中 で ，情報 地質 学 の 歩 み と展望 に 照 ら して ，

著 者 は 21 世 紀 の 情 報地 質 学 の 基 本 的 な課 題 を考 え，そ こ で

◎ The 　Geelogical　Society　of 　Japan　1998 L59

提示 した 課題 に立 っ て現 在取 り組ん で い る研究課題 「宏観異

常 に よる 地震危険予知」の 意 味づ けをお こ な う．

情報地 質学の 基 本諜題

　21世紀で の 情報地質学の基本的な 課題 と して，著者 は次の

三 っ を取 り上 げる，第一の 課 題 は，伝統 的 な 地質 学 と の 関係

と そ の 役割の 問題，第二 の 課題 は，21世紀の 教育研究機関が

急 激 に 進 展 す る情報通信 技術を ど の よ うに活 用 す る か，第三

の 課題 は，教育研究機関の 地 域解放と地 域連 携を確立 す る問

題 で あ る．

　 1．　 伝 統 的な地 質学 と情報 地質 学

　歴 史科 学 と して の 地質学は 地球 自然 を観察 す る こ とに よ っ

て 始 ま っ た科 学 で あ る，大規 模 で 長時間の 自然過 程 で 形成 さ

れ た岩 石や 化 石 は，過 去 の 自然営 力 に 関す る記録 で あ り，情

報 の フ ァ イ ル で あ る，過 去の 自然 営力の 解読 は これ ら岩石や

化 石 を精 密 に 観察 し，計測 し，記 載す る こ と よ り始 め られ た．

ま た，現在 の 諸営力 に 学び，そ の 知識 を基 に 形成 過程 を推 考

す る とい う現在科学的な方 法も活 用 さ れ る．こ の た め の 知識

や 法則 な どは 地質 学 の 発達過 程 を通 じて 次第 に 明 らか に な っ
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た．

　 こ の よ うな 純粋地質学の 知識 に加え て ，物理 化学的な 側面

で の 地球 の理 解は 急速 に進展 して きた．特に，実験岩石学は

地下 深部 で の 鉱物 ・岩 石 の 高 い 温度 ・圧 力条件で の 相平衡関

係を 明 らか に し，岩石成因論の基 礎的デ
ー

タ を提供 した．同

位体 を利用 した岩 石 ・鉱物 年代 測定 は地殻の 発達過 程を研究

す る上で 強力な情報を提供 して い る，必 然的 に現在 の 地 球科

学 は数 多 くの 専 門分野 に分 化 し，それ ぞ れ の 視点で 新 しい事

実を解明 し，特徴 あ る 46億年の 地球史を描い て い る．

　21世 紀 を 目前 に して，Charles　Lyell （1797〜1875）以 来の

「現在は過去 の鍵で ある」の 歴史指向パ ラ ダイ ム に 対 して ， そ

の 逆 の 「現在 は未 来 の 鍵 で あ る」 とす る未来指向パ ラ ダイ ム

が 地球科学の もう
一

っ 重要な流と して 登 場す る，将来の 地 球

に 鮒す る人類 の 強い 要請 に 対 して，地質学 は科学的な 根拠 に

基づ い て 積極的に 発言す る こ とが 求 め られ て い る．

　こ の 21世紀の 情報 地 質学 は，現 在 ・過 去の 地球に 関す る

お び た だ し い知識を収集 ・維持管理 し，学際的 な活用の ため

に 標準 化 す る必 要 があ る．こ れ ら地質学 デ
ー

タ （事実的知識）

お よ び推論用の 論理 的モ デ ル （推論的 知識） は，未来 予測 の

た め の 演繹 的 ア プ ロ ーチ や推論モ デ ル に よ る試行錯誤，さ ら

に は 自然で の検証な どで 効率的に活用 され るで あ ろ う．

　科学 史 的 な一一tっ の 例 を示 す．Isaac　Newton （1642〜1727）

は 「リン ゴが 木か ら落ち る」の を見て 万有引力 の 法則 を発 見

した と言 わ れて い る．こ の 万 有引力 は数式モ デ ル と して 定式

化さ れ，大は宇宙の 運動か ら小は 目常的 な物体 の 運 動 まで，

実 に 様 々 な 物体 の 運 動を定量的に 記述 し，そ の 位置を予測す

る．

　一方，地 質学の 世界で William　 Sm 玉th （1769〜1839） が

1816年頃まで に 明 らか に した 「地層 累重 の 法 則」 と 「交 差切

りの 法則 」 は，目で 見 え る地層構造か ら地層の 時間順序を 明

か に し，こ れ ら地質体の 形成史を編年 す るの に 画期 的 な役割

を発 揮 す る，こ の 意味で こ れ らの 法則 は地質学 に とって は万

有引力に も匹敵す る基 本的な法則で あ る．ただ違 う点 は，
一
ウ7

有 引力 が定式化 され て い るに 対 して，後者 は これ ま で定式化

が 困難で，具体的な活用場面が明確 に されて こ なか っ た．

　 この 課 題 に 対 して，論理 地質学 （塩野 ・弘原海，1988）が

情報地質学の 分野 に導入され ， そ の 重 要性 が認 識 され ると，

累重 法則 はそ の 論理構造が 詳細 に検討さ れ，結果 と して，こ

の 法則の 定式化が実現 した （塩 野 ・弘原 海 1991；1992）．こ

の 定 式 化 され た 法則 は コ ン ピ ュ
ー

タ 処理 プ ロ グ ラ ム 言語

（Prologや Fortranな ど） を使 っ て，操 作 ア ル ゴ 1丿ズ ム に 表

現 され た （坂本 ・塩野，1990，1992 ）．こ の ア ル ゴ リズ ム を

使 っ て，地 質図 は野外 デ
ータか ら論 理 的関係を満た しつ っ コ

ン ピ ュ
ー

タ作図する こ とが 可能 とな った　（SakamQto 　 et．al．

1993；Sakamoto，1994；升本 ほか ，1997），こ の よ うに，200

年以上 さ か 上 って 地質学の 基 礎概念 を論理 的 に 解 き ほ ぐし，

今 日の 最先 端 的な 論 理処理 コ ン ピ ュ
ー

タ問題 に結 びつ け る，

と言った課題 は 情報地質学独 特 の もの で あ る，こ の よ うな 地

質 学 の 推論的知識 は軽重 い ろ い ろ 存在す る．こ れ か らの 目標

は ，
こ れ らを次 々 に 定式 化 して ，一

般 の事実的知識 と推論的

知識を 論理 的に 結 びつ けや す くして
， 両者 を統 合 し た新 しい

知識デ
ータベ ース を構 築 し，21世 紀 の 社会 の 要望に 応え る新

し い 道を開くこ とで あ る．

　2．　 教 育で の 情報 通 信技 術 の活 用

　第二 の 課題 は，21世紀に お け る教育現場で の 情報通信技術

の 活 用 問題 を検 討 す る こ とで あ る．イ ン ターネ ッ トの利川 は

教育研究機関で の ネ ッ トワ
ー

ク化 を急 速 に 立 ち上 げ る．こ の

よ うな 国 際的 な イ ン ターネ ッ ト利用 環境 ドで，教師や カ リ

キ ュ ラ ム が ど の よ うに 影響を受 ける の か十分検討 す る必 要 で

あ る．

　今，Lif界中の 地球科学関連 の 研究
・
教育

・行政 機関 で は，

各自が生産 したデータ ・情 報 は イ ン タ
ー

ネ ッ ト ・ホ
ーム ペ ー

ジ を 通 じ て 国際的に公開する とい った習慣が身に 付つ い て き

た．この よ うな動 向 を受 けて 関連 ホ
ーム ペ

ー
ジ の 数は 各種専

門領域 に わ た って 爆発的に 増大 して い る．こ の よな 情報環 境

は 教師の 役 割 を本 質 的 に変 えよ うと して い る．学生の 学習 は

試験勉強に 代表 され る知識 の 暗記や 再生 か ら， 新 しい 知識 の

生 産 や問題 解決 に取 り組 む人 間育成 に重点を移行す る必要が

あ る．

　 た とえ ば，岡山理 科大学 2 学年生向け の 「情報地質学」 の

授業で は，特定 な教科書を使って 学 生 を教 え る授 業形 式 が 成

り立 た な くな っ て きた．約 100名の 学生は 各自が 関心 を もつ

テ
ー

マ （恐竜発掘
・
火星 探査 ・地 球温 暖化

・地 域環 境保全 ・

イ ギ リス の 標 準層 序の 野外巡検 な ど） に従 っ て 20〜30 の グ

ル ー
プ に 分か れ，一人一

台の イ ン ターネ ッ ト PC 端 末 か ら世

界 中の 数 1，000の ホ ーム ペ
ー

ジ ・サ イ トを サ
ー

フ ィ ン しな が

ら，自分た ち独自の テ キ ス ト を作 り上 げよ うと して い る．こ

こ で の 教師の 役割 は単に 教え る人で はな く，学習を支援す る

立 場 へ と大き く転換せ ざ るをえ な い ．21世 紀，予想 を 超 え た

情報通信技術の 変革 と国際化 は，学校教育の 様相を一
変 し，

ひ い て は 社会一
般 に大 きな影 響 を もた らす に 違 い な い．

　3． 地域に 開か れ た教育研究機関の 確立

　第三 の 課題 は ， 地 域 との 連携，地域 に 開か れ た教育研 究機

関 の 確 立の 問 題で あ る．教育研究機関 は特定 の 地域内に あ

る，また そ の 域外 に あ る と に か か わ らず，地 域 と い うキ ー

ワ
ードの な か で 地域情報を活用 し なが ら，地域 と連 体 して 問

題 を解決す る とい うア プ ロ
ーチ が 求 め られ る．21世紀の 教育

研究機関 は，地域の 国際化や 広域化の 時代 に，世界的 な 地域

ネ ッ ト ワ
ー

ク の 中で ，地域 と 「共 に 学 ぶ 」，地域 と 「共に 生 き

る」 と い う課題に ど う取 り組むか が問われて お り，こ れ に 答

え る必要 が あ る．

地震 予知 と地震危険予 知

　1， 地震学的な地震予知

　地震 予知 は，予知の 3要素 「い つ ，どこ で，どの 程 度」 の

地 震が 起 こ る か，こ れ を は っ き りさ せ よ う と い う 目標を 持

っ ．太平洋岸の 巨大 地震 は，ほ ぼ同 じ場 所 に，同 じ規 模 で ，

同 じよ うな 間 隔で 繰 り返 し起 こ る こ と が 知 られ て い る．ま た

幾っ かの 地 震 は，地 殻 の 歪 みや地 盤 の 沈 降 ・収縮 が 地震前 に

観 測 さ れ て 注 目 さ れ て い る．力武 （1986） は，測地学 的 な 前

兆 事例 と して ，麻績 地 震 （1967，M5 ．0） と伊豆大島近 海地震

（1978，M7 ．0）の 水 準点 の 変化，傾斜 計 に よ る傾斜 事例 と し
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て 山 梨 県 東 部 地 震 （1983，8．8，M6 ．0） と 岐阜県 中部地震

（1969，M6 ，6） を引 用 して い る．この よ うな地震 前兆 的 な異

常 が 数 日か ら 数 ヶ 月前 に 起 こ る こ と が 古 くか ら言 わ れ て い

る，従来 か ら の こ の よ うな地 震 前兆 を期 待 して，1960 年 に

「地震 予知 研究 グ ル ープ 」 が で き，「地震予知
一
現 状 と そ の 推

進 計 画」 （い わゆ る ブル ープ リ ン ト） を 1963 年 に 発 行 した．

こ の 後，新潟地 震，松代群発地震，十勝沖地震が 引 き続 き起

こ った こ とよ り，1969 年 に 「地 震予 知連 絡会 」が国 土地理 院

に 事務局 を 置 いて 発足す る．こ の予 知に か か わ る官公庁 は，

文 部 省，建設省，運輸 省，通産 省，科学 技術 庁，郵 政省 な ど

で ，こ れ ら国 の 関 係機関が 協力 し て 観測 に 当た る こ と に な

る．

　 主要 な 観測 地域 と して ，大都市が 集中 し，大 き な 被害地 震

が 起 った，ま た近 く起 り そ うな地域 を選 定 した，特 に，東 海

地 域 と南 関東 地域 は 「観測強化 地域」 に 指定さ れ た．ま た，

将来 地震 の 発 生す る可 能性 の 高 い 地 域 と して 8 地域 が 「特 定

観 測地 域」 に 選 ば れ た．特 に 前者で は 国の 諸機関が が そ れ

ぞ れ協力 して，地 震観 測，地 殻変動 観 測，地下 水観 測，地殻

歪観 測，検潮観測，海底地震観測，ラ ドン 濃度測定な ど を集

中 して 行 って き た，近 年 で は，さ ら に 広 域 を カ バ ーす る

VLBI や 人 工 衛 星 利用 に よ る GPS 測地測 量，陸海で の 重力

測定，電 磁 気的測 定 な ど も進 め られ て い る。しか し，こ の よ

うな 万全 の 観 測態 勢 を 引 き な が ら兵 庫県南部地震で は 何の警

告 も発 せ られ なか った．こ れを境 に国 民 の 目が国 の 地 震予知

体制 に 批 判 的 な 目を 向 け る よ うに な っ て き た．

　地 震予知 計画を策 定 して きた文 部省 の 測 地学 審議 会 は，第

7 次 まで の 地震 予 知活 動 の 経過 を 内外 の 有識者を 交え て 評価

した 結果，「1997年 6月 27 日 に東 海地 震 を含 む大規 模 地震 の

発生 を 直前 に予 測 して 警報を 出す予知の 実用化 は今 日 で は 困

難」 だ とす る地震 火 山部 会 の 評価 報告 書 を正式 に 了承 した．

こ の ＝ ユ・一一ス は新聞，テ レ ビ な どで 大 々 的に報道 さ れ た，す

なわ ち，地 震予 知学 的 な手法 に よ る地 殻現 象 か ら地 震 発生 の

前 兆 を 抽 出 し，地震予知を 実用化す る め ど は現段階で は立 っ

て い ない と結論 した．そ して 現 在，第 8 次 の 計画 が 策 定 され

よ うと して い る．

　 2． 宏観 異 常 に よ る地 震危 険 予知

宏観的な 前兆異 常

　 著者 の 基 本 的 な考 え方 は，岩 盤 の 主 破 壊，す な わ ち 地震 に

至 る経過 の 中で，地 震学で 言 う震源 核に 相当す る と思 わ れ る

震 源域 で 先 行 的 に マ イ ク ロ ク ラ ッ ク が 発 生 し，．自然環 境 に 何

らか の 物理 的，化学的 な異 変 を起 こ す．そ れ らの ス ト レ ス 刺

激 が 環 境 に 敏 感 な生 物に 異 常行 動 を 取 らせ る．この 物理 的，

化学 的 な 自然 環境 の 前兆異 変 は，地 電流，電 磁波，帯 電 エ ア

ロ ゾ ル ，ラ ドン ，地 下 水，地熱な ど に現 れ る と思 わ れ る．こ

の 自然 環境 の 異常変 化 は，動物 の 反 射刺 激，五感 の うちの 味

覚 （舌 ），臭覚 （鼻），触覚 （皮膚）を 主 と し，視覚 （目），聴

覚 （耳 ） の 感 覚 的 な 部 分 で 受 容 さ れ，しか も個 体 ご と に 異

な っ た 反応 （外的 ・内的）を 示す，地域住民 は従来経験す る

以 上 の 強 い 異 変 を 自然 や生 物 に 見 た と き，主 に 視 覚 （目）・聴

覚 （耳 ） で 「宏観異 常 」 を認識 し，推論 や 思 考 を働 かせ て 地

震前 兆 と 関 連付 け，危険性を 言葉 に し て 発信す る．こ れ を

「宏観前兆異常」 と呼ぶ （弘原海，1995，1997），

宏 観異 常 に よる地震 危 険予知 シ ス テ ム

　人間性 を 極力排除 した 客観性至 上主 義の 20世紀科学 に た

い して，21 世紀で の 地球 大 問題 に 取 り組 む た め に は，人 間を

中心 に お い た 人間の た め の科学が 大切に さ れ な け れ ばな らな

い ．た とえ ば，地震 予 知 と 予報 の 間 に は現在 越 え が た い 高 い

壁 が 存在す る，国民全体が セ ン サ
ー

で あ る地 震危険予知 シ ス

テ ム は，住民一人一人 が セ ン サ ーで あ り，基 本的 に 各 自が 情

報を 作 り，各自が収集に 協力 し，そ の 蓄積情報を 自己判断に

活 用 して 行動 す る．そ の 情 報 は蟇本 的 に 公開 的 で ，そ れ ゆえ

自己 責任の 原則が成 り立つ ．

　 著 者 が現 在 運用 して い る地 震 危 険予 知 シ ス テ ム （PISCO ：

Precursory　 Quake −lnformation　 System　 based　 on

Citizon’s　Obserbasion）（弘原海，1995；1997） は，リア ル タ

イ ム に 情報 を受理 す る 目的で 24時間対応 す る対話型 オ ン ラ

イ ン ・デ ータベ ース を 内蔵 した イ ン ターネ ッ ト ホ ーム ペ ー

ジ ・サ イ トで あ る．そ の シ ス テ ム の 特徴 は，日本 全 国の 地 域

住 民 の 参 加 ・協 力 が 得 られ れ ば，24時 問 365 日，情 報 を 受

信 ・集計 ・処 理 して，そ の 結果 を 時系列 的 な地理 分布 や 頻度

分 布 の 図表 に して リア ル タ イ ム に表示 す る機能を 整え っ っ あ

る．こ れ らの 機能 で，即時 性 と広域 性 が保 て，宏 観異 常 を送

信 した 住 民 グル ープ と危 険情報を 共有す る こ と が で き る．

地震空 白情報な どの 活 用

　 こ の シ ス テ ム は 宏観 異常 の み を取 り扱 っ て は い な い．宏観

異常 に よ る地 震予知 は兵庫県南部地 震で も明 らか なよ うに，

第 1段 階が 約 1月 前，第 2段 階が 1週 間前，第 3段階が 24時

間前 （弘原 海，1995） と世 界 の 数 十 の 被害地 震 とほ ぼ 同 じ傾

向を持 ち （Tributsch ；渡 辺 （訳），1985；弘原 海，1997），直

前的 な危険 予知 情報 とい え る，

　一方，地 震学 的 な前 兆情報 と して 地震空白域 （第 1種地震

空 白域 ）が あ る．過 去数十 年 の 震 源 デ
ー

タ の 分 布 と地質 構造

か ら，こ れ まで の 大地 震 の 震 源域か ら取 り残さ れ た，ま た は，

将来 の 震源 域 とな る 可能 性 が考 え られ る地 域 は，震 源分 布 が

空 白に な る こ と が あ る とい う，こ の よ うな 地域を 石川 （1990，

1994） は地 震空 白域 と呼 ん で い る．こ の 空 自域 情報 の 信 頼性

は，地 震 学 者 の 間 で もい ろ い ろ 意見 が 分 か れ る よ うで あ る

が，著 者が 阪 神大 震 災 と そ の 後 の 地 震 で 実 際 に 経 験 した結

果，石川 が 指摘 した 地震空白域内で （石川，1995a，　b），兵庫

県 南部 地震 （1995．1．17，M7 ，2），新 潟県 北部 地 震 （1995．4．1，

M5 ．5），山口 県北部地 震 （1997．　6，25，　 M 　6．1）な ど，多 く の 地

震 が連 続 して 発 生 して い て ，十分 考慮 に 足 る情 報 と考 え て い

る．さ らに，こ の 地 震空 白域 は ほ ぼ 10数年以 内の 短 中期前兆

情 報 に 相 当す ると も考 え て い る．著者 は こ の 情 報 を宏観 異 常

に よ る地震危険予知 シ ス テ ム の下敷 きと し て地 図デ
ー

タ ベ ー

ス に埋 め込 ん で い る．

　 ま た，地 質学的 な 活断層や 活構造 に つ い て も，100年以 内

の 中長 期 前兆 情報 と して 活 用す る こ と を 考 え て い る．上記 の

地震学的，地 質学 的 な情 報 は特 に 地 震発 生場 所 と規模 の 予 測

に 有効 で あ る と言わ れ て い る．問題 は 時間，特に
一

週 間以 内

の 地震 発生 の 直前 予知 に問 題 があ る，地 震危 険予 知 シ ス テ ム

で は，地震空 白域や 要注意 活断層を 同
一

の 地 図デ
ー

タベ ー
ス
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に数 量化 して 保存 し，直前 予知 の 主 体 をな す宏 観 異常 と同 じ

地 図上 で 重 ね 合わ せ，相互 に 重 み 付 け を変え な が ら，地震発

生 の 可能 性，危険 性 を評価 す る 方式 を取 っ て い く予 定 で あ る

（弘原 海，1997）．

日本被害地震の 宏観異 常

　 こ こ で は 日本 の 被害 地震 の 宏 観異 常 に つ い て 学 ぶ，日本 の

被 害地震の うち，地震前兆 と して 宏 観異常が 記 録 さ れ て い る

主 な 地震 に っ い て ，東 京大 学名 誉教 授，力武 常次 の 長 年 に わ

た る詳細な研 究成果を中心 に ま とめ る．被害地 震を便宜 的 に

プ レ
ー

ト内 の 直下 型地 震 と プ レ
ー

ト境界 の 海洋 型地 震 に 分 け

る．力 武 （1986，1989）お よ び Rikitake （1993，1994）は，

大 き な 被 害地 震 （安 政 東 海 地 震 （1854，M ・8．4），濃 尾 地 震

（1891，M8 ，0），関東 地 震 （1923，　M 　7．9），東南 海地 震　 （1944，

M7 ，9），伊 豆 大 島近 海 地 震 （1978，　 M 　7．0），宮 城 県 沖 地 震

（1978，M7 ．4）な ど）の 宏観 異常 に つ い て は，そ の 種別，頻度，

観察場所，震央か らの 距離，地 震先 行 時間 な ど の 詳細 を 図表

付 きで 公 表 して い る，さ らに，宏観 異常 に よ る経 験則 か ら，

実用 的な 震央位置 と マ グ ニ チ ュ
ー

ドの 予 知 法 （力 武，1987

a ），地 震 発生 時期 の 予知 法 （力武，1987b ）に っ い て 統計的な

手法を 用 い て 検討 して い る　（力武，　 1995 ；Rikitake　 et　aL ，
1995）．

　宏観異 常を 伴 っ た 直下型 （プ レ
ー

ト内）地 震 と し て は，

　   　兵 庫県 南部 地 震 （1995．1．17 ；M7 ，2） （弘原海，1995）

　  　濃尾地 震 （1891．10．28 ；M7 ．9）（力 武，1989）

　  　伊豆大島近海地震 （1978．L14 ；M7 ．0） （力武，1986）

　  長 野県 西部地 震 （1984，M6 ．8）（Rikitake，1993）

　  　そ の 他 （力武，1978；中国科学院　1979 ；Tributsch

　　 （渡 辺訳），1985；宇佐美，1996）．

　 ・陸羽 地震 （1896．8，31 ；M7 ，2）

　
・福 岡地震 （1898．　8．10；M6 ．0）

　 ・大町信濃地震 （1918．11．11 ；M6 ．1 ；M6 ，5）

　
・
島原 地震 （1922，7，8 ：M6 ．9）

　 ・但馬地震 （1925．3．7 ；M7 ．3）

　
・北丹 後地 震 （1927．3．7 ；M7 ．3）

　 ・河内大和地震 （1936．2．21 ；M6 ．4）

　 ・鳥取 地震 （1943．9．10 ；M7 ．2）

　 ・福井地震 （1948．6，28 ；M7 ．1）

　 ・宇和 島湾 地震 （1968．8，6 ；M6 ，6）

　
・
伊豆 半島沖 （1974．5．9 ；M6 ．9）

をあ げる こ とが で き，宏 観 異常 を伴 っ た海洋型 （プ レ ー
ト境

界型 ）地 震と して は，

　   　安 政東 海地 震 （1854．12．23 ；M8 ，4） （力 武，1986）

　  関柬地 震 （1923．9．1 ；M7 ．9） （力武，1986；静岡県，

　　1997 ）

　  東南海地震 （1944．12．7 ；M7 ．9）（力武 1986）

　  宮城県沖地震 （1978．6．12；M7 ．4）（静1凋県，1997 ）

　  その 他 （力武，1978 ；中国科 学院 1979 ；Tributsch

　　（渡辺訳），1985；宇佐見，1996）

　 ・安政 江戸地震 （1855，11．11；M6 ．9）

　
・明治 三 陸地震 津波 （1896．　6．15 ；M8 ．5）

　 ・三 陸 地震 津波 （1933．3．3 ；M8 ，1）

　・新潟地震 （1964．6．16：M7 ．5）

　 ・十勝 沖地 震 （1968．　5，16 ；M7 ．9）

をあ げ る こ とが で きる．

兵庫県南部地震の 宏観異常

　 日本 ・中国 ・ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 歴 史上 の 大 地震の 前 に は，必 ず

とい っ て よ い ほ ど 自然 や 動物 に異 常 な現 象 が起 こ り，多 くの

住民 に 観 察 さ れ て る （Tributsch ；渡辺 訳，1985）．こ の よ う

な前兆 的な異 常 に 対 して 中国で は 「宏 観異 常」と呼 ん で い る．

阪神 大震 災 で 6千 数 百名 の 人命 を 失 っ た こ と は，地 震 直前 の

危険予知 の 重 要性を 強 く示唆 して い る．こ こで は兵庫県南部

地震 の 前兆 的な 宏 観異 常 に つ い て 述 べ る，

　 こ との 始 ま り は，一昨年 の 阪神 大震 災 の 直後 の 2月 10 日

に ，マ ス コ ミを 通 じて 「前 兆的 な 異 常 を 体験 され た 方 は大 阪

市 大 の 学 術調 査 団 ま で 」 とお願 い し，3 月末 ま で に 1519通 の

前 兆 証 言 が 広 く住民 の 方 か ら寄 せ ら た，提 供 さ れ た 証 言 よ

り，一定 の 基準 で 1，711事例 を抽 出 し，IO カ テ ゴ リ
ー

に 分け

集 計 した，自然現 象 は，  空 と大 気 の 異常，  大地 の 変 化，

  電磁 波異常 （テ レ ビ ・ラ ジ オ な ど の 電 波障害，画像障害，

リモ コ ン の 故 障）．動 物異常 は  人 間，  獣類，  鳥類， 

魚類，  爬虫類な ど，  昆 虫な ど に 区分 し，  植物 は数 も少

な い た め ひ と ま とめ に した．

　1．　 自然現 象に 見 る宏観 異常

　  空 と大 気 の 異常 （490 ケ
ー

ス ，29％ ）

　490 ケ
ース の 中 で，最 も多か っ た の は 地震雲 （44％），月

（25％ ），空 の 状態 （10％ ），発光 ・稲光 （8％ ），朝焼 け ・夕焼

け （7％），虹 （2％），そ の 他 （4％ ） で あ る．

◇異 常の 具体例

・野 島 ・須磨断層 に沿 っ て
一

直線 で ク ッ キ リ境 界 の あ る 地震

　雲 が 出て い た．
・直前 の 空 が黄砂 を撒 い たよ うに 不気 味 だ っ た．
・1月 10 日 午後 ll時 30分頃，グ レ

ー
の 幕を張 っ た よ うな 雲

　 を見 た．
・1月 15 日 午前 6時 15分頃形が ス テ

ー
キ の よ うな 赤み を お

　 び た雲 を見 た．
・
数 日前 に 2 日続 け て六 甲山の夕焼け 空 に 竜巻 の よ う な 雲が

　出て い た．
・前 日，京阪 電車 の 行 き帰 り の 車 中 か ら雲の 嶺 の よ う な入道

　雲 を冬 に 見た．
・1 月 5 日正 午 阪大 病院 か ら飛行 機 雲 で ない 灰色 の 長 い 一

直

　線 の 雲を見た．
・地 震の 数 日前の 夕方，黄金 色 に 染ま っ た 西の 空 に 濃い 灰色

　の
一
条の 竜巻雲．

・1 月 16 日 pm 　9 ：00 頃，空一・面 に 巨大 雲 が発生 して い た．
・1月 14 日真 っ 青 な空 の 中に は っ き りと した 太 めの

一
筋 の

　雲 を見 た．

　  大 地 の 変化 （189ケ
ー

ス ，ll％）

　 こ の 189ケ
ー

ス の 中で ，多 い もの か ら順 に並べ る と，地鳴

り （27％），地震 ・群 発地 震 （19％），前震 （13％），井 戸水

（10％ ），海 （6％ ），湧 き水 （3％ ），ラ ドン （1％ ），そ の 他
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（19％）で あ る，

◇異常の 具体例

・
前 日の 夕方泉佐野市側の 大阪湾が 沖の 方か ら濁 っ て きた．
・前 日夜 7時〜8 時汚物 と漬 け物 が腐 っ た よ うな ガ ス の 臭 い

　 が した．
・前夜か ら井戸水が 全 く出な くな り隣家 も同 じだ っ た，
・昨年 末 か ら井戸 水が す っ か り少 な くな っ た．
・4 日前庭 に小 さな 地割れが生 じ地震後そ の 延長 上 の 壁 が ひ

　 び割れ た，
・昨年 11月に 西 宮市 の 風 呂屋 で は，有馬 温泉 と同 じ泉 質 の

　赤水が止 まる，
・2年 ほ ど 前か ら地 ず れ と ブ ロ

ッ ク塀の 亀裂 が 目立 ち始 め

　 た．
・正0 日 ほ ど 前 か ら洗 い 場 の 井戸 が 涸 れ

一
滴 の 水 も出 な く

　 なった．
・昨年 12月中旬頃，井戸水の 水温が 上が り水量 が い っ もよ

　 り多 くな っ た，
・昨年末，明石海峡大橋 ドで 海底の 泥 が 湧 きあが っ た よ うに

　海が 濁 っ て い た．

　  電磁波異常 （149ケ
ー

ス ，9％）

　 こ の 149ケ ース で は， テ レ ビ ・
ラ ジ オ 等 の 電波 障害

（28％ ），テ レ ビ の 画像障害 （16％），リモ コ ン の 故 障 （14％），

そ の 他 （42 ％） で あ っ た．

◇異常の 具体例

・昨年 12 月 17日 と 25 日の 2 回三 宮 付近 の フ ラ ワ
ー

ロ
ー

ド

　 を走行中ナ ビ ゲ
ーシ ョ ン シ ス テ ム の 矢印が 逆方向を 向い

　 た．
・地震の 前 に な る とイ ン タ

ー
ホ ン が 「ジ ー

ジ ジ ジ
ー
」と 鳴る，

・京 都 へ 向か う車 の ラ ジ オ に雑 音が 増 え ， 短 波放送 ばか り入

　 る よ うに なった．
・何 日か前 に掛 時 計 の 針 が ひ とりで に ぐる ぐる 回 っ た．
・テ レ ビ大阪 UHF 局 は半年も前か ら 異常反応 し始め た．
・直

．
前 テ レ ビに 波形 震 動 が走 り地 鳴 りの 音 を聞い た．

・2〜3週 間前 か らテ レ ビ の リモ コ ン の 調子 が とて も悪 か っ

　 た，
・
直前 2 日間冷蔵庫 の 音が湯が煮え た ぎ る よ うな大 きな音 に

　変わ っ て お り，地震後に 正常 に戻 っ て い た．

　 2．　 動物 に見 る宏 観 異常

　  人間 （91 ケ
ー

ス ，5°
／・ ）

　人 間 も動 物 の 側面 を持 ち，感度 は別 と して，身 に起 こ った

前兆的な異常を しば しば体験する，さ らに，人 間特有の 問題

は心 に 起 こ っ た 異変 を証 言で き る．地 震の 来 る
．
前に心 に何か

異常な気配，特別な不安感，恐怖感，脱力感，神経 の 不調，
ふ らふ ら病，悪 夢 な ど を証 言 して い る，

◇異常 の 臭体例

・当夜 は，眠 りが 浅 くひ っ き りな しに 目が 覚 め て い た．
・背 中 に 痛 み を感 じ連夜悪 い 夢 を見た，
・1時間前 1歳 5 ヶ 月の 幼児 が い つ も と 違い 大声 で 泣 き続 け

　 た．
・前夜

“
め まい

”
の よ うな不 安定 状態 に お そ わ れ た．

・地震前，2 日 間原因の わ か ら な い 突然 の 鼻血 が 続 い た．

・激 しい 心臓の 動悸が 続 き眠れ な か っ た，
・1週 間前 か ら 8 ヶ 月の 赤ち ゃ ん の 夜泣 きが ひ ど く，地震後

　 は しな くな っ た，
・直 前，寝 て い て 異常 な暑さを感 じ， 寝汗を び っ しょ りか い

　 た．
・前 日 JR 三宮 駅 付近 で 友人 と二 人 とて も暑 く感 じ名状 しが

　 た い 車酔い 状態に 陥 っ た．
・正週 間前 か らひ ど い 頭 痛 が続 き地 震後 2 日 目に 無 くな っ

　 た，

　  獣 類 （324ケー
ス ， 19％）

　獣類の 異常 324 ケ
ー

ス 　（全体 の 19％） に つ い て，最 も多

か っ た もの か ら示 す と，イ ヌ （35％）， ネ ズ ミ （25％ ），ネ コ

（25％ ）の 3 種類が 際だ っ て お り，以下，イ タチ （3％ ），モ グ

ラ，ウ サ ギ，リス の 各 2％，ハ ム ス ター
， イ ノ シ シ ，イ ル カ が

各 1％ で，そ の他 は わ ずか 2％ で ある．

◇異 常 の 具体 例

・一
ヶ 月前か らネ ズ ミが 姿を 消 して い た．

・野 良 ネ コ が夜通 し泣 き続 け，ハ ム ス タ
ーは コ マ を回す 回数

　 が多か っ た．
・前 日，王子 動物 園で トラ と ラ イオ ン が吠 え合 っ て い るの を

　見た．
・お とな しい 飼 い ネ コ （ロ シ ア ン ブル ー） が 1時間前か ら暴

　れ 奇声を 出 した．
・30分前，我 が家 の イ ヌ が玄 関 に 向か っ て 激 しく吠 え た．
・
前 日，飼い 犬を散歩 に連れ て い こ う とする とガ タ ガ タ 震え

　 て い た．
・1週 間程前， 数匹の ネコ が激 しく鳴い て い た．
・約 40時間前須磨海浜水族館イ ル カ シ ョ

ーの イ ル カ が神経

　質に ， ま た乱暴 に振 る舞って い た．

　  鳥類 （281ケ
ー

ス ，16％）

　 こ の 281 ケ
ー

ス の 中で 最 も多い もの は，カ ラ ス （35％ ），分

類不 明 の 鳥た ち （21％ ），ス ズ メ （14％），カ モ メ （5％），ハ

ト （4％）， イ ン コ （3％），ヒ ヨ （2％ ），キ ジ （2％ ），そ の 他

（14％ ）で あ っ た．

◇ 異常 の 具体例

・前 日，柿 の 木に，ス ズ メ，メ ジ ロ ，ヒ ヨ ド リな どが 無数 に

　 群 が っ て い た．
・4 日前の 真夜中数羽 の カ ラ ス が 隣家 と の 狭間で 激 しく鳴 き

　 騒 い で い た．
・
産卵日 1 月 12 日付 けの パ

ッ ク 入 り卵 10 ヶ全部が 「双子の

　黄身 」 だ っ た，
・2〜3 日前か ら麼宅の 電線 に群 が っ て い た 数十羽 の 鳥が 地

　 震後 姿 を消 した．
・
大晦 日 の 夕刻 カ ラ ス の 大群が 東北の 方向に飛 ん で い っ た．

・前 日の 午後 3 時 頃加古 川 の 田園で 数 百羽 の ハ トが群が っ て

　 い た．
・5 日前か らい つ もの ス ズ メ が 姿 を消 し， ハ トな ど大 型 の 鳥

　 が ベ ラ ン ダに 飛．
・1 月 15−16 日，1，000羽 に お よ ぶ膨大な 数の カ ラ ス が 西 の空

　 を 埋 め た．
・前 日，大 阪市の あや め 公園 に何千羽の ユ リカ モ メ が い た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

164 弘 原 海 　　清

・
数 日前数千羽 の バ クセ キ レ イ が新十三 大橋 か ら消 え，明石

　市に は突如カ ラ ス の 大群が現れた．
・
当 日深夜 カ ラ ス の 群 が異常 な 声で 鳴き騒 い だ，
・地震前，2 日間の 早朝数万羽 とも思 え る ほ どの ス ズメ の大

　群を見 た．
・直前，高安山 （八 尾市）の 方で キ ジが カ ン高く鳴 くの を聞

　 い た．
・前 日，走鳥類の エ ミ ュ

ーが しき りに飼育舎を出よ うと して

　隙間に 首を挟 んだ形 で 暴 れ，死 ん で しま っ た．

　  魚類
．
（93 ケ

ー
ス ，5％ ）

　魚類 の 93ケース の 中で 最 も多 か っ た の が，名 前 が解 らな

い魚が （17％ ），ナ マ ズ （13％），イ カ （正0％），金 魚 （9％），

ボ ラ （5％），グ ッ ピー・プ レ コ （5％），ド ジ ョ ウ （5％），コ

イ （4％ ），カ レ イ （3％ ）， そ の 他 （29％）で あった．

◇ 異常 の 具 体例

・4 日早朝，6年前か ら飼 っ て い る ナ マ ズが 水槽を割 っ た．
・3 日前 （1月 14日）岩屋 旧

一
文字 の 海が，ボ ラの 大群で 埋

　 ま っ た．
・前 日，武 庫川 河 口で魚

一
匹釣れ ず，餌をか じ っ た 形跡 さ え

　 なか っ た．
・昨年 正2月 頃 よ り淡路島 ・瀬戸内海方面 か らア オ リイ カ の

　入荷 ・水揚げが 過去最大 だ っ た．
・前 日の 武庫川

一
文字防波堤で の 釣果 は，絶好の 条件で もゼ

　 ロ だ っ た，
・地震前，水槽内の シ マ ドジ ョ ウ が 狂った よ うに上 下運動を

　繰 り返 して い た．
・1月 3〜4 日の夜中，ペ ッ トの カ レ イ が水槽の ブ タ を飛ば し

　 て 外に 出る ほ ど暴 れ た．
・昨年 11月 19 日，夙川に イ ワ シ の 大群が 上 って き た．
・昨年秋か らア オ リイ カの 空前 の 豊 漁 で 地元漁 師 は大 地震 が

　 来 る と思 っ た．
・前触れ と言わ れて い る 「竜 宮 の 使 い （深海 魚）」が三 重県 で

　 網 に掛か っ た．

　   爬虫類な ど （40 ケース ，2％）

　 こ の 40 ケ
ー

ス で は多 か った 順 に，カ メ （34％ ），ミ ミ ズ

（30％），
ヘ ビ （18％），カ エ ル （8％），ナ メ ク ジ （5％），そ の

他 （5％ ）で あ った．

◇異常 の 具 体例

・1週間前 ネ コ が 冬眠中の ヘ ビ の 子供を くわえ て きた．
・
昨年か らカ メ が冬 眠 に入 ろ うと せ ず ガ サ ガ サ と落ち着か な

　 か っ た．
・1月 6 日 頃か ら冬 眠中 の カ メ が動 き出し夏場 の よ うに 泳ぎ

　 回 っ た が 餌 は食べ ない ．
・2〜3 日前 自宅近 くの 社 か ら白い ヘ ビ が 出て きて う ろ うろ

　 して い た．
・2 日前，冬眠中の ウ シ ガ エ ル が ご そ ご そ と動 き出 した．
・
昨年 12 月 8 日 と 17日に マ ム シ が 出て き た．

・前 日，ゼ ニ ガ メ が 冬眠せ ず に 活発 に動 き壁 際 に 立 っ て い

　 た．
・3 日前 か ら イ グ ア ナ が水槽を引 っ 掻 い た り飛 び 跳 ね た り し

　 て 暴 れ必死 の 様 子 で 穴掘 りを して い た．

・2 日ほ ど前大量の ミ ミズ が 地上 で ひ か らびて い た．

　  昆 虫 な ど （43ケース ，3％）

　 この 43 ケ
ー

ス で 多い 順に 示すと，ゴ キ ブ リ （19％），
ア リ

（19％），チ ョ ウ チ ョ
ハ チ ・クモ ・ム カ デ （各 9％），ク ワ ガ タ

（5％ ），名前が 解 ら な い 虫 （5％ ），そ の 他 （16％）で あ っ た．

◇異 常の 具体 例

・2 日 前何十匹もの ム カ デ が 木の 根 か ら出て 山に 向か っ て

　行 った．
・昨夏か ら出始め た ゴ キ ブ リが 2〜3 日前か らい な くなった．
・5 時間ほ ど前複 数 の 虫 が 固 ま っ て 畳 を 強 く こ す る音が し

　 た．
・3日前 か らゴ キ ブ リが ヨ タ ヨ タ と部屋 の 中央 に 出て 勁 こ う

　 と しな か った．
・1週 間前 カ ナ ブ ン の 幼 虫 が 2 匹土中か ら出て きて 足 を バ タ

　 バ タ さ せ た い た．
・1週 間 前 か ら ブ ヨ を大 き く した 感 じの 虫が 数十匹天井に 集

　 ま って い た．
・1月 に入 っ て か らわ が家 の クモ が 1匹 もい な くな っ た，
・昨年 1月真夏 の 昆虫で あ る ク ワ ガ タ の 成虫が学校の 庭 に い

　 た．
・3〜4 日前 カ イ コ が 1列 に 並 び余震 の 4 日

．
前に も同 じ行動

　 を と っ た．

　  　植物 （11 ケ
ー

ス ，1％ ）

　竹 の 花，山 ボ ウ シ の 花，椿の 花，生体電位，イ ネ科の 葉の

縮み

◇異常の 具体例

・
昨年 8 月 「竹の 花」の 花だ けが地 面か ら顔 を出 し咲 き始 め

　 た．
・正月 に山ボ ウ シ の 花が狂い 咲 き， 昨年 は 山モ モ の 木 が実 を

　 付 けなか っ た．
・地震前，例年よ り早く椿が 300 個以 上 の 花を付 け， 紅葉 の

　 よ うだ っ た．
・1 月 14 日，ケ ヤ キの 生 体電 位が 「異 常」 を示 した．
・去年 7月後半か ら咲き出 した ア サ ガ オ が 地震の 日 ま で 半年

　間 も咲 き続 けた．
・水 は た っ ぷ り撒 い た の に 庭 の 植木が どん どん 枯れ て い っ

　 た．

　　　　　　 前 兆 的 な宏観異 常 の 収 集と活用

　 1．　 宏観異 常調査へ の 批判と対応

　 大 震災 直後 に 集 め た宏 観 異常の 情報 に対 して，一
部か ら厳

し い 批判が 寄せ られて い る．そ れ らは ， 「証 言者 は地 震 を体験

し，地震 の 厳 しい状況 か ら錯誤 して 前兆 的な 異常現 象に こ じ

つ けた可能性が高い 」， 「すべ は
“
ア ト

”
予知 に す ぎず，意 味

が な い」，「科学的 な根 拠 が な い もの が殆 ど」 な ど と言 っ た も

の で あ る．こ れ らの 意 見 を 冷静 に受 け止 め，ど の様 に対応 す

れ ば検証 で きる かを検 討 した．そ の 方法 の 一
つ は，実 際 に 未

来地 震 に 対 して ，前兆的 と思 わ れ る宏観異常 を全 国 の 住民 の

方 に 呼 びか けて リア ル タイ ム で あっ め，そ れ 以後 に起 こ る 地

震 と の 関係を確か め る，い わ ゆ る
“
マ エ

”
予 知 的 な フ ィ

ー
ル

ド検証 で あ る．
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　2，　 フ ァ ッ クス，パ ソ コ ン ネ ッ ト，電子 メール によ る情報

　　　の 収集と公 開

　阪神淡路 大震災の 直後か ら今日 まで ，2年以 上に わ た り，

前兆的な宏観異常の 提供を各地 の 住民 の 方か ら，フ リ
ーダイ

ア ル ・フ ァ ッ ク ス 専 用 （Ol20−119− 144），パ ソ コ ン ネ ッ ト

（NIFTY −Serve ： MXLOI456 ）や 電 子 メ ール （wadatumi ＠

big．ous ．ac．jp）な どを通 じて 受 信 し，一週 間単位 で 集計 し，結

果を NIFTY の 掲示板 とイ ン タ
ーネ ッ ト試行 ホ ーム ペ ージ で

公 開 して きた．しか し，週間 単位 の 処理 サイ クル で は，著者

サ イ ドで の 検証に は十分で も，地震の 危険性を予報を する に

は速 報性 が 不十分 で あ る，そ こ で 日本 全国 を対 象 に，365 日，

24時間，リア ル タ イ ム に 対応 で きる イ ン タ
ーネ ッ ト対話型

データベ ース ・シ ス テ ム （弘 原海他，1997．6）を 内蔵 した地

震危険予知 シ ス テ ム を開発中で あ る，

　平 成 9 年 6 月 か ら実 用 ホ ーム ペ ージ PISCO （Precursory

Quake−lnfQrmation　System 　based 　on 　Citizen’s 　Observa−

tion）： URL ＝http ： ／／www ．pisco ．ous ．ac ，jp／　は，α 版

（1997，6−7 月），β版 （8
−9 月），実施版 （10 月

〜
） とい う経

過 を経 て 導 入 されて きた．実施版の 導入実現 と信頼性の 確立

は情報モ ニタ
ーの 充実が 大切な視点で あ る．

　 3．　 地震 規模 と地 震頻 度 との関 係

　 こ の 2年間の フ ィ
ール ド実験で，未来地 震に つ い て まず気

づ い た こ と は，地 震 国 日本 で は大 小 さ まざ まな 地震が 実に数

多 く発生 し，しか も，地震規模の 小さ な地 震ほ ど級数的 に 数

が 増 大 す る こ とで あ る．ア ト予 知的な 研 究 に 熱中 して い る

と，と か く大きな被害地 震だ けが単独 に襲 っ て くるよ うな錯

覚に 陥 りやす い が，実は大部分は被害の な い震度 4 以 下程度

の 地震で，そ れが 毎 日 の よ うに起 こ って い る．

　多少で も危険 を伴 う地 震が 日本で 年間 どれ ほ ど 発生 して い

るか，高校の 教科書 （友田 ・松田，1996）か ら引用す る．日

本全国で 1961〜1985年 の 25年 の 年平 均の 地震発生回 数は，

予 知が 必要な M7 ．0以上 で 年 2 回，　M6 ．0〜M6 ．9 で 年 12 回，

M5 ．0〜M 　5，9で 94回 で あ る。こ こ で 検討 して い る地震危険

予知 シ ス テ ム PISCO で は，危険性 の な い M5 以 下 の 地震，

深 度 の 特 に 大 きな地 震 （leOkm 以 深 ）は対象外と し て い る．

さ らに，海洋型 の 海岸か ら遠 い 地震 は ，
1 ラ ン ク 上 の M6 以

上 の みを取 り扱 う．

　4． 宏観 異常の 予知能力

　 こ の 2年半の 運用 か ら，宏観異常で あ る程度，地震発生 の

場所 や 時間が っ か め そ うな の は，M6 前後 の 直下 型 地 震 で

あ っ た．しか し情報量が 限 られ ，ま だ幸 い に も大 きな地震 を

経験 して い な い こ とか ら，本命 の 地 震 に 対 して 詳 細 が っ か め

な い．こ の 2年間に 寄せ られ た宏観異常で 多い の は，カ ラ ス ，

地 震雲 ，
TV 電磁 波，月の 色，地電 流，植 物生体電位な ど で あ

る，竜巻 き地震雲，発光，動物異常 は有効に 思 え る．こ れ ら

．
宏 観異 常 の 情 報 は傾 向 と して ，時間指示 的，場所指示的，お

よ び，規模指示的な 特性が か い ま見 え るが，す べ て に 有効 と

言え る も の は っ か め な い．総合的な判断の 必 要性が 強 く認識

され る ゆえん で あ る．

　地震規模と 宏観異常の 先 行時間 との 関係 は，概 念 的 に は，

地 震規 模 の 大 きな地 震 ほ ど 宏観 異常の 出現割 合が 多い，小さ

な地 震 ほ ど少 な い ．また，同 じ規 模 の 地 震 で も，観 察 モ ；

タ
ーの 密度が 高 い ほ ど先行時間が 早く，小 さ な地震 ほ ど短

い．こ の こ とは観察モ ニ ターの 数が増 加 すれ ば，早 い 時 期 か

ら，また よ り小さ な地 震か らで も危険性の 予知が可能に な ろ

う．

　5．　 ノ イ ズの 分離と地震危 険予知

　結 局 の と こ ろ，こ の PISCO は宏 観 異常 を地 域住 民 か ら リ

ア ル タ イ ム に 収集 し，集計処理 で 特定地域 に同時多発的する

状況 を認 定 す る こ とで ノ イズ を識別 分 離 し，時 間的 ・空 間 的

な異常発生 の 状況 を地図や グ ラ フ で 地域住民 に返信する，そ

の よ うな ホーム ペ ージ サ イ トで あ る．住民 サ イ ドは個 別 的な

情報で 地 震前兆 か ど うかを 自己評価す る の で な く，宏観異常

を直 ちに 送信 し，全体 の 中で 検討す る 方向に向か うべ きで あ

ろ う．す な わ ち， 個々 の 情報だ けで 絶対的な 評価 を下す こ と

は大変難 しい と著者は 考え て い る．情報を み ん な で 共有 し，

従来 の 科 学 的 な知 識 （空 白域 や活 断層 な ど） と も重 ね て 総合

的な 評価を加え，各自で危険性 を認知 し，自己責任で 行動す

る．そ の よ うな 行 動 を 支援 す る 目的で こ の PISCO は 計 画 さ

れ て きた，

　6．　宏観異常に よる地震 危 険予知 の 理念

　基本姿勢
“
Save　our 　lives　by　ourselves

”

　  草 の 根 シ ス テ ム ：基 本 の 活 動 は個 人 を単 位 と し，自由

参加 の ボ ラ ン テ ィ ア で 構成す る．日常業務の 拘束と は完全 に

独立 した 個 人 の 責任 で 参加 す る．

　  活動目的 ：未来の 地震か ら自分た ちの 命を 自分た ちで

守 る，何 も知 ら さ れ ず，突然 命 を 失 う こ と は，阪神淡路大震

災の 六千数百人の 犠牲者で 最後に した い ．

　  オ ープ ン シ ス テ ム ：情報は 最 初 か ら最 後 ま で 公開 と

し，そ の 情報シ ス テ ム の 各プ ロ セ ス に 自分が参加 して い る こ

と の 大 切 さを学 ぶ，

　  自己責任 シ ス テ ム ；オ
ー

プ ン な情報 ネ ッ トワ
ー

ク （イ

ン ターネ ッ ト） で 情 報 を 流通 さ せ る，個 人で もマ ス メ デ ィ ア

で も原則的な モ ラ ル の 範囲で 情報 は活用で き るが，そ の 結果

は 自己責任 を 原 則 とす る。

ま　 　 と　 　 め

　1．　 21 世紀の 情報地質学の 基 本的課題 と して ，伝 統 的 な 地

質学 との 関係 と相互 の 役割，急激 に進 展す る情報通 信技術の

活用，地域 との 連携 の 確立 ，
の 三 っ を あげ た．

　2．　 こ の 様な 課題 の 実践 と して，著者が 現在取 り組ん で い

る 「地 震危険予知 シ ス テ ム 」 の 理 念 と情 報地質 的 な 知識 ・具

体的な 技術の 諸問題 を 例示 した．

　3．　 21 世紀 に は地 質学 も情報 地質学 も人 間主体 の 科学，地

域 に密着 し た情報ネ ッ トワ
ー

ク，そ し て 自己責任 に よ る 自発

的行動 が 重 要 な キーワ ードに な る と 考 え る，
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　阪神 ・淡路大震災 （1995．1，17；M72 ） の 直前，京阪 神地 域 の 多 くの 住民 は前兆 的な 異常 （宏

観異 常） を 目撃 して い た．大 阪市立 大学 の学術調査 団は，地震直後の 2 月 1G 日，マ ス コ ミを通

じて
一
般住民が 観察 した 宏観異 常の 情報提供を広 く呼 びか け た．こ の 呼 び か けに応 じて，4 月末

日 まで に 1，519人 か ら証 言的な情報が提供 され た．こ の 宏観異常の 内容は，各種の 動物 の異常行

動，鳴動 ・群発地震 ・温泉 ・地 下水 な どの 地 象異 常，各 種 の 異常 な雲 ・赤 色 の 月 ・発光 ・
テ レ ビ

や ラ ジ オ で の 電磁 気異 常 な どで，住民 は 地震 の 前 触 れ と認識 した 上 で 調査 団に 報告 し て きた，こ

の 証言を分類 ・集計 して 著書に ま と め公表 した （弘原海，1995）．そ の 結果 か ら，宏観異常 は震

源地 に近 づ くほ ど多発 し，地震 の 約 30日前頃よ り住 民 に感 知 され始め ， 直前 24時間か ら著 しく

増大す る，こ の異常発生の 先行時間は 日本や 世界の 被害地震の そ れ とほ ぼ 共通 した特徴 を示 す，
こ の よ うな宏 観異 常 の 情報 が地 震前 に リア ル タ イ ム に収 集 ・処理 で きれ ば，地 震危 険予 知 に っ な

が る 可能性が あ る．イ ン タ
ー

ネ ッ トに代 表さ れ る 今 日の 情報化 時代，対話 型 の オ ン ラ イ ン ・デ
ー

タベ ース を備 え た ホーム ペ ージ ・
サ イ トを整 備 し， 日本全 国 か ら宏観異常 を 24時間 365 日，連

続 して 収集する シ ス テ ム を開発する こ と は不 可能で な い．著者が 現在開発中の 地震危険予知 シ ス

テ ム （PISCO ；Precursory　Quake−lnformation 　System 　based 　on 　Citizen
’
s　Observation ） の

開発 理 念 と機能概要に つ い て，情報地質学 の 歩み と展望 に照 ら し な が ら評 価 した．
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